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〈第６４回〉城南小１町内子ども会（３） 「クリスマス会」

育成会会長 藤木 波奈

令和４年１２月１８日(日) １０:００～１１:００ 南部公民館ホールで「クリスマス会」を開催

しました。

「子どもたちに笑顔を届ける」という目的のために、子ども会主催で地域の方と一緒に今回のクリ

スマス会を準備しました。」

・児童３４人

・保護者２３人

・未就学児６人

・地域の方５人

合計６８人の参加者で大変盛り上がり楽しい会になり

ました。

「 子どもたちはクリスマスの衣装で参加し、普段、登下校時に見守ってくださっている地域の方たち

の名前を子どもたちが覚えられるように、また保護者同士もお互い知り合えるように参加した大人は

名札を付けました。」

（活動内容） 椅子の間隔を空けて、

① 開会 学年毎に座りました。

② 子ども会会長挨拶

③ 参加者紹介

④ 活動の流れ説明

⑤ ジェスチャーゲーム

⑥ ビンゴ

⑦ サンタさんからのプレゼント

⑧ 子ども感想発表（下山陸叶さん）

⑨ 自治会長挨拶

⑩ 閉会

寒さも厳しくなり、コロナウィルス感染拡大が懸念されている中ではありましたが、各家庭での体

調確認(検温等) 、マスクの着用 、受付時の検温(非接触

体温計) 、会場内の換気 、座る場所を決める等の工夫で

密になること回避する 、手指消毒を行う等の出来る限り

の対策を行いながらクリスマス会を開催しました。

残念ながら今回、体調不良等の理由で参加できなかった

お友だちもいましたが、全ての子ども会会員の子どもたち

に「地域のサンタさん」からのプレゼントが配られました。

地域のサンタさん役（お父さん二人、自治会の役員一

人）子どもたちはサンタさんが「〇〇さんのお父さん

だ。」「〇〇ちゃんのお父さんだね。」「毎日学校から帰る

時に旗振りをしてくれている〇〇さん！」と言って、身

近な地域のサンタさんと一緒にゲームを楽しみました。
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〈ジェスチャーゲーム〉

◎ 5 ～８名のチームで制限時間 １チームあたり２分間

◎制限時間内に何回ジェ スチャーを当てることができるか

◎学年のチームでステージ上で発表しました。

お題・・・お寿司、ボーリング、ペンギン、掃除、お風呂、

太鼓等

お題は何でしょう？

↑↑ 大熱演です

〈ビンゴ〉

◎数字が 1 列揃ったら景品交換
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地域の方やお父さんお母さんも一緒にゲームに参加し、参加者全員で子どもたちと楽しい時間を共

有しました。子どもたちはゲームに参加して、プレゼントをもらって、場内には笑顔がいっぱい溢れ

ていました。

閉会で 6 年生の男の子が感想を発表してくれましたが、クリスマス会に参加して楽しかったという

ことと、準備をしてくれた大人の人たちへの感謝を述べてくれました。

そして、自治会長の澤田様が最後に手笛を子どもたちに披露してくださり、子どもたちはその音色

に包まれて、自分もやってみたいと後から真似をしている姿も見られました。

地域のサンタさんや自治会の方、お父さんお母さん皆が笑顔と元気になれたクリスマス会でした。

ご協力いただいた皆様に、心より感謝申し上げます。

子ども感想発表（下山陸叶さん） 自治会長さんによる手笛演奏

《事務局から》 事務局長 白石和典

① 早速の活動報告有り難うございました。各場面の沢山の写真が有り、活動の様子がよく分かりま

す。コロナ禍で行事を躊躇しがちですが、出来るだけのいろんな感染予防対策をして実施されまし

た。気持ちが沈みがちなコロナ禍だからこそ「子どもたちに笑顔を届ける」という目的を持って取

り組まれましたことに敬意を表します。

② 大人数の参加者のため、準備・実施運営は大変だったと思います。役員、保護者、更に地域の人

たちの協力が有ったから、このように楽しい、盛大なクリスマス会が出来たと思います。地域の人

たちとの絆が大変素晴らしいです。クリスマス会ですので「子どもたちへプレゼント」ということ

で企画は当然大人が主動することになりますが、活動は子どもと大人が一緒になって行い、子ども

の出番、大人の出番が有ることが、より楽しさを増したと思います。

③ ６年生の感想発表では、写真から原稿も持たず堂々している様に見えます。しかも、楽しかった

という言葉と共に大人に対して感謝の言葉を述べていることが素晴らしいです。城南小１町内子ど

も会は日頃から地域との連携が素晴らしいので、子どもたちが素直に、そして６年生はリーダーと

して育っているのだと思います。お互いを知ろうと名札を準備されていることにも絆を深めようと

の姿勢がうかがえます。更に、自治会長さんによる手笛演奏でも地域の子どもたちを大事にしてお

られることが分かります。「地域の子どもは地域で育てる」これは互いの絆があるから出来るもの

だと思います。これからも、地域の人たちと一緒になった子ども会活動を進めてください。


